




要約:乳児の脳波において哺乳,情動,注視,操作等の行動に伴って律動的θおよびδ波が出

現することが見られる. これらの律動波の頭皮上局在を明かにするために, 24 例の健康

乳児を対象として脳波トポグラフィーシステムを用いてその検討を行なった. その結果,

それらの行動に対応してそれぞれ側頭部(哺乳,情動),頭頂部(注視),前頭部(操作)におい

てこれらの周波数帯域に強いパワーの存在を認めた.各行動に部位特異的な律動波が見ら

れたことは乳児脳の機能分化の局在と対応する所見であると考えられた.


